
 
 
 

 
 

図 2.2-14 R4-BrNo.1 の地質柱状図と PS 検層結果 
図の右側には上⽅進⾏波の波形記録と VSP 処理による合成反射記録を⽰す． 
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図 2.2-15 PS 検層結果に基づく深度変換とその効果 
⽮印の先の反射⾯で⽐較すると，反射⾯の出現深度や強度が変わっていることが分かる． 

 
 

 

 
図 2.2-16 反射断⾯と VSP 合成反射記録 
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図 2.2-17 測線 1 における反射断⾯とボーリング資料との対⽐ 
A：ボーリング対⽐に基づく解釈断⾯．図中の⽮印は，反射⾯が途切れる箇所を⽰す． 

⽩破線 H1 は⼭⼝⼤（2019）の基盤岩上⾯．H2 は⾒直しによる基盤岩上⾯． 
反射⾯の不連続等から推定される断層を⿊破線で記した． 

B：解釈やボーリング情報等を付していない反射断⾯. 
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図 2.2-18 測線 2 における反射断⾯とボーリング資料との対⽐ 
A：ボーリング対⽐に基づく解釈断⾯．図中の⽮印は，反射⾯が途切れる箇所を⽰す． 

⽩破線 h1 は⼭⼝⼤（2019）の基盤岩上⾯．⾒直しによりｈ2 の可能性も⽣じた． 
反射⾯の不連続等から推定される断層を⿊破線で記した．  

B：解釈やボーリング情報等を付していない反射断⾯． 
 

39



 
図 2.2-19 伏在活断層が通る可能性のある領域 

図中の⾚⾊部分は，図 2.2-17 および 2.2-18 で記した伏在活断層が通る可能性のある領域をつなげた範囲で，本研究で精査の対象とした領域を⽰す． 
基図には地理院タイルの全国最新写真を⽤いた．  
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図 3.1-1 断層変位地形などの模式図（今泉ほか編，2018） 
 

41



 
 

図 3.1-2 地形判読に⽤いた地形解析図 
A：標⾼段彩図，B：陰影起伏図，C：傾斜量図，D：虹⾊段彩図 
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図 3.2-1 本地域の地形分類図 

基図には傾斜量図および陰影図を⽤いた．等⾼線間隔は 1 m．  
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図 4.3-1 R4-BrNo.1 のボーリング柱状図 
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図 4.3-2 R4-BrNo.2 のボーリング柱状図 
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図 4.3-3 R4-BrNo.3 のボーリング柱状図 
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図 4.3-4 R4-BrNo.2 深度 8.90m の破砕部拡⼤写真 
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図 4.4-1 ボーリング試料のテフラ分析結果 
26)と 27）で⽕⼭ガラスが検出されている． 

いずれの⽕⼭ガラスも K-Tz（95 ka）に対⽐される可能性がある．  
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図 4.5-1 （上）エスケイ（2021）および（下）本調査で修正した地質断⾯図（測線①-①ʼ） 
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図 4.5-2 （上）エスケイ（2021）および（下）本調査で修正した地質断⾯図（測線②-②ʼ） 
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図 4.5-3 （上）エスケイ（2021）および（下）本調査で修正した地質断⾯図（測線③-③ʼ） 
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図 4.5-4 （上）エスケイ（2021）および（下）本調査で修正した地質断⾯図（測線④-④ʼ）
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図 4.5-5 （上）エスケイ（2021）および（下）本調査で修正した地質断⾯図（測線⑤-⑤ʼ） 
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図 4.5-6 （上）エスケイ（2021）および（下）本調査で修正した地質断⾯図（測線⑥-⑥ʼ） 
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図 4.5-7 （上）エスケイ（2021）および（下）本調査で修正した地質断⾯図（測線⑦-⑦ʼ） 

55



 

 
図 4.5-8 （上）エスケイ（2021）および（下）本調査で修正した地質断⾯図（測線⑧-⑧ʼ） 
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図 4.6-1 本調査で修正した地質平⾯図および基盤岩上⾯の深度コンター図 
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図 5.2-1 ⻑⼭城の掘割跡（桑原，2003） 
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図 5.2-2 トレンチ調査の経過 
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図 5.3-1 トレンチ⻄側壁⾯の連続写真とスケッチ 
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図 5.3-2 トレンチ⻄側壁⾯におけるスケッチと各柱状図および総合柱状図 
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図 5.3-3 トレンチ⻄側壁⾯（図 5.3-1）の D における拡⼤写真および詳細スケッチ 
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図 5.3-4 トレンチ⻄側壁⾯（図 5.3-1）の E における拡⼤写真および詳細スケッチ 
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図 5.3-5 トレンチ⻄側壁⾯（図 5.3-1）F における拡⼤写真および詳細スケッチ 
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図 5.4-1 トレンチ内におけるテフラ分析試料採取位置 
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図 5.4-2 連続サンプリング試料のテフラ分析結果 
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図 5.4-3 T21 試料と Aso-4 テフラデータとの⽐較

>#60

#60-#120

#120-#250

#250>

懸濁部 VG

LM

HM

Lth

Oth Ol

Opx

Cpx

BHb

GHb

Opq

Cum

Zr

Bt

Ap

Ha

Hb

Ca

Cb

Ta

Tb

It

R
hy

.

D
ac

.

A
nd

.

B
A

A
.

S
co

.

6070% 50 40

Mg/(Mg+Fe)Mg
     rich

Fe
     rich

Br
n.

H
yp

.

Fe
rro

 -H
yp

.

試料名 備考

21)
T21

黒色シルト直上

火山gl含有：VVR(<0.5%)

全鉱物：軽＞岩，重＞ガ，他
重鉱物：Epi,Opq>Bt>Zr,Opx,Hb

軽鉱物：Kf,Qz>Pl>b-Qz

その他：石質岩片＞PO

火山gl形態： (+)

水月湖テフラデータ
C-19-04 (49.79m)

Aso-4

(maruyama et al. 2019)

火山gl含有：A(61%)

全鉱物：ガ＞軽，岩，重
重鉱物：Opx>GHb,Opq>BHb

軽鉱物：Pl,Qz

その他：褐色gl質岩片(microlite多し)

火山gl形態：Hb,Tb,Ha,Ca,Ta>Cb>It ; (+)

 
  

n

1.50 1.52 1.54 1.70 1.72 1.74 1.66 1.68 1.70

成組物鉱重成組物鉱全成組度粒 火山ガラス屈折率頻度分布火山ガラス形態分類 角閃石屈折率頻度分布
n2

直方輝石屈折率頻度分布
γ

Epi,Opq>Bt>Zr,Opx,Hb 含有率：VVR(<0.5%)

0 40 80 120 160 2000 40 80 120 160 200 0 40 80 120 160 2000% 20% 40% 60% 80% 100%

0

5

10

15

20

25

1.49 1.50 1.51 1.52 1.53 1.54 1.55

0

5

10

15

20

25

1.69 1.70 1.71 1.72 1.73 1.74 1.75

0

5

10

15

20

1.69 1.70 1.71 1.72 1.73 1.74 1.75

0

5

10

1.65 1.66 1.67 1.68 1.69 1.70 1.71

0

5

10

15

1.65 1.66 1.67 1.68 1.69 1.70 1.71

0

5

10

1.49 1.50 1.51 1.52 1.53 1.54 1.55

67



 
 
 
 
 

 
図 5.5-1 トレンチ総合解釈図 
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図 5.5-2 トレンチ調査の断層活動発⽣の認定に⽤いられる地質現象 
Allen(1983), 岡⽥（1990）に加筆した渡辺（1996）の図を引⽤． 

A は地層の切断，B と C は液状化現象，D は地層の切断と低下側での厚い堆積物，E は地層の切断と崖
錐，F は地層の剪断と液状化，G 地層の変形と低下側での厚い堆積物，H は地層の切断と崖錐． 
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　 → 基盤岩直上のDg層に上下変位は認められない．

③ R4-BrNo.3およびR4-BrNo.2の2孔で，Ds層およびDc層が水平に繋がる
　 → Ds層およびDc層に上下変位は認められない．

④ トレンチ内に露出するDc層（約3万年前）およびそれより新しい地層
　 に断層による変位は認められない．
　 → 約3万年前以降に活動した断層は認められない．

削り込み→ 削り込み→

削り込み→ ←削り込み

縦方向を2.5倍拡大

va

vk

v4 Aso-4 (85-90 ka)

va AT (26-29 ka) vz K-Tz (95 ka)

vk K-Ah (7.3 ka)

テフラ

v4

vz

伏在活断層が通る可能性がある領域

V 実線は降灰層準，破線は再堆積．
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図6.1-1  ボーリングおよびトレンチ調査の総合断面と調査結果の概要 



 
 

 
 

図 6.1-2 本調査の堆積物の年代と⼤原湖断層系における古地震 
〇は断層活動時期を推定する際に⽤いた 14C 年代．太線でつながった箇所はその間に断層活動が推定され，⽮印がついた箇所は， 

その年代以後，または以前に断層活動が推定された箇所．淡⾚線はテフラの降灰年代を⽰す． 
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